
お問合せ先 ご意見・お問い合わせはこちらまでお気軽にご連絡ください。

長崎大学高度感染症研究センター 〒852-8523 長崎市坂本 1丁目12 番 4号

フリーダイヤル より詳しくお知りになりたい場合は、ホームページをご覧ください。0120-095-819
ホームページアドレス https://www.ccpid.nagasaki-u.ac.jpファックス 095-800-4301

長崎大学高度感染症研究センター
National Research Center for the Control and 
Prevention of Infectious Diseases
Nagasaki University

BSL-4 Report から感染症ニュースへ
　これまで地域連絡協議会での意見交換等の様子は「BSL-4 Report」でお伝えしてきましたが、高度感染症研究センター設置を契機にこれまでの地域連絡
協議会のご報告に加え、センターで行われている研究の情報や感染症に関する身近な話題を紹介する地域広報誌「長崎大学高度感染症研究センター 
感染症ニュース」として、内容を充実させてお届けすることにいたしました。

　令和5年7月22日（土）、市民公開講座「ウイルスを追え~感
染症アウトブレイクにおける病原体検査の役割~」（講師：黒﨑
陽平准教授）を開催し、会場には高校生46名、一般の方も含め
たオンライン参加を合わせると約100名の参加がありました。
講演では、病原体の検査方法やその仕組みについて、また、迅速な検査が感染症対策でいかに重要か等を
解説し、最後に「感染症から人類を救うのは科学技術です」とまとめました。参加者からは、「PCRと抗原
検査の違いが分かった」、「過酷な環境での実験の難しさなどを学べた」などの感想をいただきました。
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長崎大学高度感染症研究センター（P1の続き）

　ウイルス学研究の重要性は多くの人が理解していることと思います。ウイ
ルスとは何か、なぜ人を含む動物に病気を起こすのか、ウイルスの弱点はど
こなのか等ウイルスは多くの謎に満ちています。我々ウイルス学研究者は、
それぞれ培った知識や経験をもとにそれらの疑問に対して答えを出すべく
日々研究・勉強しています。

　長崎大学高度感染症研究センターは、高い安全性が確保された実験施設（BSL-4施設）を整備し、その
施設を用いた感染症研究を推進することにより、人類に貢献することを目的としています。
　ウイルス制御研究分野では、主にネズミなどのげっ歯類が媒介する「アレナウイ
ルス」を対象に研究をしています。アレナはラテン語で「砂」を意味し、ウイルス
粒子の中に砂様の構造物が観察されることから命名されました（図a）。アレナウ
イルスにはラッサ熱（年間30万人が感染し、5千から1万人が死亡していると推定
されている）を引き起こすラッサウイルス、南米出血熱を引き起こす複数のウイル
スが含まれます。近年では約3年に一度、新規のアレナウイルスが報告されてお
り、その多くがヒトへの病原性は不明です。2008年には南アフリカ共和国から致
死率80%の出血熱ウイルス「ルジョウイルス」が同定されました。今後も高病原
性アレナウイルスが報告される可能性は低くありません。ヒト感染において高病原
性かつ有効な治療法がないウイルスの実験的取扱いはBSL-4施設に限定されており
（図b）、我々は現在、長崎大学BSL-4施設が安全に運用できるよう準備を進めてい
ます。
　アレナウイルスとは何か、なぜアレナウイルスの一部はヒトに病気を起こすの
か、アレナウイルスの創薬標的はどこかが我々の主な疑問点です。これらの疑問
について分子レベルでアレナウイルスの細胞内・動物内での増殖機構を理解し、こ
れらの知見を基にアレナウイルスの制御を目指して研究をしています。また、アレ
ナウイルスの地理的分布を理解することを目的に海外でのフィールドワークも行っ
（P4に続く）

ています。2023年7月にはスリランカでげっ歯
類におけるウイルス抗体調査を行ってきました
（図c）。
　我々はアレナウイルスの他、エボラウイルス、
重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルス、
ハンタウイルスなどの基礎研究も展開していま
す。異なるウイルス間で共通する細胞内増殖機
構、ウイルス独自の増殖機構を分子レベルで明らかとすることで、前
者は広範囲なウイルスの、後者はウイルス特異的な、抗ウイルス薬の
開発に繋げることが期待されます。具体例を挙げると、コロナウイル
スとアレナウイルスは分類上異なるウイルスですが、我々は両ウイル
ス間で共通する抗ウイルス薬標的となり得る構造部位を同定し、実際
に単一の化合物で両ウイルスの増殖抑制を確認し、学術論文として報
告しました（図d）。
　このように、高度感染症研究センター内はもちろん、それ以外にも
国内外の研究者と連携をとり、共同研究を通してアレナウイルスを中
心としたウイルス学研究をミクロからマクロの観点で推進し、ウイル
ス学の発展に貢献していければと考えています。

研究紹介
長崎大学高度感染症研究センターの研究や研究者を紹介するコーナーです。
今回はウイルス制御研究分野の浦田秀造准教授です。
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市民公開講座の開催

長崎南高等学校「サイエンス講座」への講師派遣について
　令和5年9月15日（金）に好井健太朗教授が長崎南高校SSH（スーパーサ
イエンスハイスクール）事業の「サイエンス講座」の講師として招かれ
ました。「感染症とたたかう～最高レベルの感染症実験施設とともに～」
というテーマで、高校生約30名を前に講演を行い、その後グループディ
スカッションが行われました。参加者たちは、講師とセンター研究者等
4名のサポートを受けて活発に意見を交わしました。
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